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シンチレータは放射線のエネルギーを吸収し、瞬時に光子へと変換する機能を持つ素子であり、

放射線検出のために医療やセキュリティ分野で広く用いられている。シンチレータに要求される

特性は高い発光量や早い減衰量時定数、低残光等である。従来の材料形態には単結晶が用いられ

てきたが、近年の研究において透明セラミックスは同一化学組成の物質を比較した場合、単結晶

よりも高い発光量を示す例が Ce:GAGG などにおいて報告されており、放射線検出分野で注目さ

れている [1]。本研究では放電プラズマ焼結 (SPS) 法において Eu 添加 SrBr2透明セラミックを開

発し、放射線誘起蛍光特性を調査した。 

Fig. 1に Eu(0.1％)添加 SrBr2透明セラミックスの放射線誘起蛍光スペクトルを示す。400 nm 付

近に Eu2+の 5d-4f遷移に起因するブロードな発光を観測した [2]。Fig. 2に Eu (0.1％) 添加 SrBr2透

明セラミックスの放射線誘起蛍光減衰曲線を示す。減衰曲線は 2 成分で近似でき、その減衰時定

数は 0.55 μsと 2.59 μsであった。1成分目は Eu2+の 5d-4f遷移に起因する典型的な値であり [3]、

2成分目は母材発光に起因する時定数であると推測される。本講演では濃度の異なる Eu添加 SrBr2

を作製し、放射線誘起蛍光スペクトル及び減衰曲線、パルス波高スペクトル、残光特性について

より詳細に報告する。さらにいくつかの材料においてシンチレーション特性と熱刺激蛍光(TSL)特

性に相補関係があることが報告されているため [4]、TSLグローカーブ、TSL線量応答特性につい

ても報告する。 

  

Fig. 1 X-ray induced luminescence spectrum of the Eu 

(0.1%)-doped SrBr2 sample.  

Fig. 2 1 X-ray induced luminescence decay curve 

profile of the Eu (0.1%)-doped SrBr2 sample. 
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